
対話履歴
ロボット
発話

感情
ラベル

ロボット：
運動しよ。

ユーザ：
運動は嫌い。

動かない
と健康に
悪いよ!!

怒り

ロボット：
走ろうよ？

ユーザ：
え～嫌だよ。

何で運動
したくな
いの?

平静

… … …

説得形式: 用例ベースによるテキストチャット

課題 : ① 感情ラベル数の偏りによる応答候補数の減少
② テキストのみの発話における感情表現力の不足

感情表現を用いて説得を行う音声対話ロボット
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[石川 2018]感情表現を用いた説得対話システム

➡ 感情表現の伝達精度を調査

コーパス収集

表2: 収集前コーパスの例

CommU課題

• 感情表現を行うジェスチャーの作成
(CommUを使用)
(➡ジェスチャーの感情伝達精度評価)

• 複数のモーダルの連携
• 感情遷移モデルの構築

関連研究

平静 怒り 悲しみ 喜び 全感情

テキスト 48.7 41.3 42.7 40.7 43.3

音声 80.0 83.3 91.7 83.7 84.7

収集コーパスの感情伝達精度

用例をそのまま用いて応答を行うベースラインシステム

説得のロボットによる自動化

説得対話における感情表現

• 「怒り」によって譲歩を促す効果 [Sinaseur 1998]

• ポジティブな感情による協調的姿勢の効果 [Adler 2016] 

評価方法

背景：感情表現は説得や交渉に効果的 [Morris 2000] 

ドメイン：運動を促す説得 (5ドメイン中1ドメインを使用)

同じ文脈で異なる感情表現を行う説得応答の発話(テキスト/音声)を収集

• 軸で区切られた
空間を1 つの
感情とする

• 「安心」以外を
用いる

• 「平静」は中心
のどの感情とも
捉えられな部分

収集方法

対話履歴

ロボット
(履歴)

君、運動不足気味
だから外でジョギ
ングしようよ。

ユーザ
(履歴)

えー、疲れるから
いやだなー。

変化させる応答文

ロボット
(平静)

でもね、君、身体
を動かさないと
太っちゃうよ。

表1: 提示文(対話履歴と変化させる応答文)と収集応答文例

収集した応答文

ロボット
(怒り)

でも体を動かさないと
太っちゃうでしょ。

ロボット
(悲しみ)

でも…君は体を動かさ
ないともっと太っちゃ
うよ…それでもいい
の?

ロボット
(喜び)

疲れるということは運
動不足が解消されると
いうことですね!

• クラウドソーシングを使用
• 応答文を別の感情表現に変化

➡ 収集後発話数：7356発話
(1839発話×4感情)(例：表1)

応答文作成時の優先項目

• 声優による発話文の読み上げ
• 応答文を指定した感情表現で発話

➡ 収録発話数：4280発話 (1070発話×4感情)

図1：感情ラベル [Russell 1978]

テキ
スト

音声

平静 怒り 悲しみ 喜び 全感情

収集前
テキスト

55.0 37.8 28.1 34.8 42.7

収集後
テキスト

43.9 42.0 46.1 42.4 43.6

表5: 正解率(テキストと音声) (％)表4: 正解率(テキスト収集前と収集後) (％)

➡「平静」以外は収集後の方が高い ➡ 音声は8割以上の被験者が感情を認識

ベースラインシステム

• 入力と意味の近い
対話履歴に対する
応答文を検索

• 文ベクトルの
類似度により
意味の近さを算出

(学習済みBERTモデル
[Sakaki 2019]を使用)

今後の予定

システム
構築

実験
• ロボットの説得中の感情伝達精度を評価
• ロボットによる感情表現の説得への効果を調査

収集に用いるコーパス

本研究の概要

平静 怒り 悲しみ 喜び 合計

774 320 392 353 1839

表3: 収集前の感情ラベル数

説得 感情状態変化

• ランダムな100サンプルを抽出
• 1サンプル3人の被験者が評価
• 被験者は提示したサンプルを見て

表現していると思う感情を選択

目的：感情音声を用いたロボットによる効果的な説得

選択感情を
応答で表現

提案：感情表現を含む説得応答文コーパスの収集

• 文脈に対する応答を別の感情表現の応答に拡張
➡ 感情状態に応じて文脈に沿って応答

• 収集応答文に対応する感情音声の収録
➡ 保持感情を十分に伝達

• ユーザの行動変容に関する研究：Captology [Fogg 1997]

• ロボットの利点：時間や場所を問わず動作➡有用性を期待

• 3人中2人以上一致したラベルのみ使用
• 「安心」は割合が低い(3.81%)ため本研究では除外

(発話数：表3)

感情ラベル付き説得対話コーパス (例：表2)[石川 2018]

感情ラベル：4感情 (平静・怒り・悲しみ・喜び) (図1)

1. 対話履歴に沿う応答
2. 感情を表現した応答
3. 効果的に説得する応答


